
　
　
　

は
じ
め
に

　
「
代
宗
朝
贈
司
空
大
辨
正
廣
智
三
藏
和
上
表
制
集
」（
以
下
に
は
、
不
空
三
蔵
表
制
集

と
称
す
る
）
は
、
唐
の
円
照
の
編
纂
し
た
書
で
、
唐
の
玄
宗
・
肅
宗
・
代
宗
の
三
代
の

皇
帝
時
代
に
長
安
を
中
心
に
活
躍
し
た
不
空
三
蔵
の
上
表
文
と
皇
帝
の
勅
答
と
を
中
心

に
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
不
空
後
に
、
不
空
の
遺
書
、
更
に
は
、
碑
文
や

弟
子
僧
の
手
に
な
る
上
表
文
な
ど
、
不
空
三
蔵
関
係
の
文
章
を
も
収
載
し
て
い
る
。

　

栂
尾
高
山
寺
に
は
、
重
要
文
化
財
第
Ⅰ
部
第

239
号
と
し
て
、
不
空
三
蔵
表
制
集
六
帖

を
蔵
す
る
。
院
政
期
の
書
写
加
点
と
み
ら
れ
る
資
料
で
、
ヲ
コ
ト
点
に
は
円
堂
点
と
中

院
僧
正
点
と
を
使
用
す
る
。
ヲ
コ
ト
点
法
か
ら
は
、
真
言
宗
広
沢
流
・
真
言
宗
高
野
山

に
関
係
す
る
資
料
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
広
沢
僧
の
高
野
山
参
籠
時
の
資
料
で
あ

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
奥
書
が
無
く
推
測
に
過
ぎ
な
い
。

　

加
点
の
状
況
は
、
巻
毎
に
区
々
で
、
巻
第
一
と
巻
第
六
に
は
、
円
堂
点
の
加
点
が
厚

い（
１
）。
巻
第
二
は
、円
堂
点
加
点
で
あ
る
も
の
の
、巻
首
に
は
加
点
密
度
が
比
較
的
濃
い
が
、

第
八
紙
以
降
の
密
度
は
薄
く
な
る
。
巻
第
三
・
四
は
中
院
僧
正
点
の
加
点
資
料
で
あ
る
が

加
点
は
疎
で
あ
る
。
巻
第
五
は
無
点
本
で
あ
る
。
本
稿
は
、
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制

集
院
政
期
点
の
円
堂
点
加
点
の
厚
い
巻
第
一
と
巻
第
六
を
対
象
に
し
て
訓
読
語
の
記
述

を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
院
政
期
点
巻
第
一
に
は
、
不
空
三
蔵
の
表
制
（
上
表
文
）

二
十
通
と
答
制
（
勅
答
）
八
通
が
納
め
ら
れ
る
。
巻
第
六
に
は
、
不
空
三
蔵
以
外
の
僧

等
に
よ
る
上
表
文
二
十
二
通
と
勅
答
十
一
通
が
存
す
る
。
そ
の
上
表
文
と
勅
答
と
を
対

象
に
し
て
言
語
事
象
の
記
述
を
行
う
。
中
で
も
、
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
院
政
期

点
の
待
遇
表
現
体
系
を
念
頭
に
、
本
稿
で
は
、
待
遇
表
現
法
の
質
に
焦
点
を
当
て
記
述

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

上
表
・
勅
答
を
対
象
と
し
て
言
語
分
析
を
す
る
目
的
は
、
一
つ
に
は
、
上
表
文
・
勅

答
は
、
君
主
に
進
上
す
る
文
献
、
あ
る
い
は
逆
に
、
君
主
か
ら
下
さ
れ
る
文
献
で
あ
る
。

上
表
文
に
は
、
発
信
者
と
、
そ
れ
よ
り
も
高
い
地
位
に
あ
る
受
信
者
と
の
相
対
的
上
下

関
係
が
前
提
と
し
て
存
す
る
。
逆
に
、
勅
答
の
場
合
は
、
発
信
者
と
、
そ
れ
よ
り
も
低

い
地
位
に
あ
る
受
信
者
の
相
対
的
関
係
が
存
在
す
る
。
こ
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
待
遇

表
現
を
採
っ
て
訓
読
語
が
実
現
さ
れ
た
の
か
を
記
述
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
即

ち
、
本
稿
で
は
、
上
表
・
勅
答
に
限
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
待
遇
表
現
法
、
中
で
も

以
下
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
先
ず
文
法
的
敬
語
表
現
で
あ
る
。
敬
語
表
現
と
い
う
観
点

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
訓
読
語
の
基
調
が
記
述
さ
れ
る
か
を
問
題
と
す
る
。
さ
ら
に
、
漢

文
訓
読
語
の
待
遇
表
現
法
の
全
体
を
記
述
し
て
み
た
い
。

　

第
二
に
は
、
表
自
体
が
〝
文
書
〟
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
最
初
か
ら
〝
書
か

れ
た
文
章
〟
と
し
て
訓
読
さ
れ
る
。
漢
文
で
あ
る
上
表
文
の
場
合
、
表
現
主
体
は
、
不

空
三
蔵
や
そ
の
弟
子
等
で
あ
る
が
、
君
主
に
申
し
立
て
る
類
型
の
〝
文
章
〟
と
し
て
伝

来
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
人
訓
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
訓
読
さ
れ
る
際
、当
初
か
ら〝
書

か
れ
た
も
の
〟と
し
て
の
意
識
が
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
稿
者
は
、

　
　
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
院
政
期
点
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松　

本　

光　

隆

　
　
　
　
　

—

上
表
と
勅
答
の
訓
読
語
に
お
け
る
待
遇
表
現
法
を
中
心
に—
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そ
の
〝
文
章
〟
は
如
何
に
訓
読
さ
れ
た
も
の
か
と
言
う
課
題
を
追
っ
て
い
る
が
、
そ
の

一
端
を
原
漢
文
と
訓
読
語
の
待
遇
表
現
体
系
と
の
関
係
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

以
下
に
は
、
敬
語
表
現
の
記
述
を
行
う
が
、
敬
語
表
現
も
、
ま
ず
、
第
二
節
で
専
ら

文
法
的
敬
語
表
現
に
限
る
こ
と
と
す
る（

２
）。

漢
文
訓
読
の
待
遇
表
現
の
場
合
、
和
文
と
は

異
な
り
、
語
彙
的
待
遇
表
現
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
、

本
稿
第
三
節
以
下
で
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

本
稿
で
は
、
先
ず
、
高
山
寺
本
不
空
三
蔵
表
制
集
巻
第
一
・
六
の
記
述
を
行
い
。
今
後

の
漢
文
訓
読
語
に
お
け
る
待
遇
表
現
体
系
の
質
を
考
え
る
た
め
の
見
通
し
を
述
べ
て
み

た
い
。

　
　
　

一
、
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
巻
第
一
・
六
の
言
語
量

　

高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
巻
第
一
・
六
に
お
け
る
敬
語
表
現
の
記
述
を
行
う
が
、
右

に
も
記
し
た
如
く
、
第
二
節
で
は
、
文
法
的
敬
語
表
現
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。
文
法

的
敬
語
表
現
と
は
、
文
法
化
し
た
敬
語
表
現
を
指
す
。
例
え
ば
、
補
助
動
詞
に
よ
る
敬

語
表
現
、「
た
ま
ふ
（
四
段
）」
や
「
た
ま
ふ
（
下
二
段
）」「
た
て
ま
つ
る
」
は
、
動
詞

に
下
接
し
て
尊
敬
や
謙
譲
の
敬
語
表
現
の
機
能
を
果
た
す
。
こ
れ
ら
の
補
助
動
詞
は
、

動
詞+

補
助
動
詞
の
形
態
で
、
基
本
的
に
は
、
動
詞
そ
の
も
の
を
選
ば
な
い
。
即
ち
、

文
法
的
な
機
能
と
し
て
尊
敬
・
謙
譲
を
表
す
。
助
動
詞
の
場
合
も
同
様
で
、
動
詞
句
の

中
で
、
多
く
は
動
詞
に
下
接
し
て
、
文
法
的
に
敬
語
表
現
を
担
う
。

　

接
頭
語
「
み
」
や
「
お
ほ
む
」
も
同
様
に
、語
の
構
成
要
素
と
し
て
上
接
す
る
要
素
で
、

同
一
の
語
形
で
多
く
の
名
詞
を
作
り
出
す
か
ら
、
こ
れ
も
以
下
の
記
述
に
取
り
上
げ
る
。

た
だ
し
、
接
頭
語
を
冠
し
た
名
詞
は
、
語
彙
的
敬
語
表
現
と
も
解
釈
さ
れ
る
余
地
が
十

分
で
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
二
節
で
は
、
こ
れ
を
記
述
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

　

ま
た
、
例
外
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
和
語
の
敬
語
動
詞
も
加
え
て
記
述
す
る
。
敬
語

動
詞
は
、
厳
密
に
は
語
彙
的
敬
語
表
現
の
範
疇
に
含
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
れ
を
含
め
る
こ
と
と
す
る
。

　

概
ね
、
第
三
節
に
委
ね
る
の
は
語
彙
的
待
遇
表
現
、
即
ち
右
以
外
の
漢
語
名
詞
の
類
、

漢
語
動
詞
の
類
で
、
こ
れ
ら
の
語
彙
・
表
現
を
第
三
節
以
降
で
扱
う
。

　

本
稿
に
対
象
と
す
る
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
巻
第
一
は
、
内
題
か
ら
尾
題
ま
で

で
、
計
二
八
丁
存
す
る
。
半
丁
あ
た
り
七
行
で
、
第
二
八
丁
裏
は
三
行
で
巻
を
閉
じ

る
。
巻
第
一
は
計
三
八
八
行
を
存
す
る
。
巻
第
六
は
、
内
題
か
ら
尾
題
ま
で
の
全
体

で
、
二
六
丁
、
末
尾
の
第
二
六
丁
表
は
、
尾
題
の
み
一
行
で
巻
を
閉
じ
る
。
行
配
り
は
、

半
丁
七
行
で
、
巻
第
一
と
同
様
で
あ
る
。
巻
第
六
は
、
計
三
五
一
行
の
言
語
量
を
持

つ
。
本
稿
に
対
象
と
す
る
不
空
三
蔵
表
制
集
院
政
期
円
堂
点
資
料
の
言
語
量
は
、
総
計

七
三
九
行
と
な
る
。
字
詰
め
は
、
行
に
よ
っ
て
区
々
で
あ
る
が
、
行
一
杯
に
書
写
さ
れ

て
い
る
字
数
は
、
一
七
字
か
ら
一
九
字
で
あ
る
。
ま
た
、
一
行
数
字
し
か
な
い
行
も
あ

る
の
で
、
目
安
に
し
か
な
ら
な
い
が
、
一
行
一
七
字
で
計
算
す
れ
ば
、
一
二
、五
六
三
字

と
な
る
。

　
　
　

二
、
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
に
お
け
る
文
法
的
敬
語
表
現
の
出
現
状
況

　

ま
ず
、
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
に
認
め
ら
れ
る
補
助
動
詞
を
取
り
上
げ
る
。
高

山
寺
不
空
三
蔵
表
制
集
に
認
め
ら
れ
る
事
象
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
実
例
の
全
例
を
掲

げ
る
。

　

尊
敬
の
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
出
現
し
て
い
る
。

　

１
、
皇
后 

張
氏
に
册シ

ヤ
クシ
タ
マ
フ
を
賀
（
す
る
）・
表
一
首
幷答　
（
巻
一
・
二
オ
３
・
目
次
）

　

２
、
皇
后
張
氏
賀—

册
シ
タ
マ
フ
・
表
一
首
（
巻
一
・
九
オ
７
）

　

３
、
遂
に
千
年
（
の
）［
之
］
聖
を
誕スマ
シ
タ
マ
ヘ
リ
［
墨
、
誕
「
ス
」］。

（
巻
一
・
一
二
オ
５
）

　

４
、
像
・
能
く
光
明
洞
徹
（
し
た
ま
）
へ
り
［
墨
、
洞
徹
「
ナ
リ
」］（

巻
一
・
一
二
オ
７
）

　

５
、
陛
下
の
威 

萬—

國
を
降
（
し「

シ
タ
マ
ヘ
□
」

た
ま
）
へ
る
か
如
（
し
）。（
巻
一
・
一
二
ウ
１
）

　

６
、
伏
（
て
）
願
（
は
く
）
は
少

「
シ
ハ
ラ
」「

ク
」
敬
念
を
脩

「
ヲ
サ
」「

メ
」
緘

ツ
□
□
ムて

而
（
し
）
て
帶
シ
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タ
マ
ヘ
［
墨
、
帶
（
せ
）「
ヨ
」］［
之
］。（
巻
一
・
一
二
ウ
４
）

　

７
、
正
法
を
モ
テ
國
を
理
ム　

靈
と
與
に
・
契
を
合
（
せ
）
タ
マ
ヘ
リ
。

（
巻
一
・
一
五
オ
４
）

　

８
、
請
フ 
道
場
に
齊ヒ—

「
ホ
」イ親
翻—

譯
抄—

寫
の
糧—

食
等
に
充—

給
（
し
た
ま
）「
ハ
ム
」。

（
巻
一
・
二
三
オ
３
）

　

９
、
威
儀
容—
衞
・
釋
迦
（
の
）［
之
］
鷲
峯
に
下
（
し
）
タ
マ
ヒ
シ
カ
コ
ト
シ

〔
マ
マ
）（
に
）

　
　
　
［
墨
、
下
（
す
か
）
コ
ト
キ
（
に
）］
宛
（
つ
）。（
巻
一
・
二
四
ウ
４
）

　

10
、
佛 

護—

念
（
し
）
タ
マ
フ
所 

身
を
烈
火
（
の
）［
之
］
上
に
委
（
ね
）
テ
足
を
銛セ

ム

　
　
　

鋒
の
［
之
］
端サ

キ

（
に
）
投
（
く
）　
（
巻
六
・
九
オ
７
）

　

11
、
伏
（
て
）
惟
（
れ
）
は
寶
應
元
聖
文
武
皇
帝
陛
下
。
文
殊
（
の
）
事
を
弘
（
め
）

　
　
　

普
賢
の
願
を
行
シ
タ
マ
フ
。（
巻
六
・
一
一
ウ
３
）

　

12
、
忽
に
石
上
於
（
て
）
灰

「
ク
ヱ
」燼「
シ
ン
」を

濕＊

し
た
ま
ひ
け
る
便
（
ち
）
微
火
を
得
。

　
　
　
（
巻
六
・
十
六
オ
４
）〈
＊
「
濕
」、「
燼
」
字
左
傍
に
墨
仮
名
「
ウ
ル
ヲ
ヱ
ル
」
あ
り
〉

　

13
、
文
殊
大
聖
。
靈
山
を
保
護
（
し
）
た
ま
ふ
・（
巻
六
・
一
九
ウ
３
）

　

14
、瑜
伽
最
上
乘
義
を
受
（
け
）
後 

數
百
歳
に
［
於
］
龍
猛
菩
薩
に
傳
（
へ
）
タ
マ
フ
。

（
巻
六
・
二
四
オ
２
）

　

15
、
金
剛
智 

東
來
（
し
）
て
［
於
］
和
尚
に
傳
（
へ
た
）
マ
フ
（
巻
六
・
二
四
オ
４
）

以
上
の
一
五
例
が
全
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
読
添
語
と
し
て
出
現
す
る
。
両
巻
の
総
行

数
は
、
七
三
九
行
で
あ
る
か
ら
、
約
四
九
・
三
行
に
一
例
の
出
現
比
率
で
あ
る
。
注
意
す

べ
き
は
、
例
３
・
４
・
６
・
９
・
12
の
五
例
で
あ
る
。
本
資
料
に
は
、
朱
点
（
円
堂
点
）
の

他
に
、
墨
の
仮
名
点
・
注
記
書
入
が
存
す
る
が
、
そ
の
墨
点
に
拠
れ
ば
、
無
敬
語
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
墨
点
の
訓
読
に
従
え
ば
、
読
添
語
の
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
は
、
七
三
・
九
行

に
一
例
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

謙
譲
の
補
助
動
詞
「
た
て
ま
つ
る
」
は
、
以
下
の
二
例
が
出
現
す
る
の
み
で
あ
る
。

　

16
、
三
千 

逾
（
え
）
タ
テ
マ
ツ
ル　
（
巻
六
・
二
五
オ
６
）

　

17
、
豈
（
に
）
只
（
た
）・
轉
念
誦
持
し
て
而
モ
能
（
く
）
報
し
奉
る
者モ（

の
）ノ
ミ
ナ
ラ
ム

　
　
　

ヤ
［
矣
］。（
巻
六
・
一
二
オ
２
）

例
16
は
、
仮
名
点
の
読
添
語
と
し
て
出
現
す
る
が
、
例
17
は
、
本
文
の
漢
字
の
直
読
例

で
あ
る
。
漢
語
動
詞
「
奉
報
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
和
訓
を
与
え
て
返
読
し
て
読
ん
だ
例

で
、か
か
る
訓
読
法
の
歴
史
を
追
っ
て
み
る
必
要
を
感
じ
る
が
、こ
の
よ
う
な
訓
読
法
は
、

例
外
的
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
二
字
の
漢
語
動
詞
と
し
て
訓
読
さ
れ

る
場
合
を
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

語
彙
的
敬
語
表
現
の
範
疇
と
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
和
語
動
詞
の
敬
語
動
詞
「
た

ま
ふ
」
は
、
以
下
の
七
例
の
確
例
が
存
す
る
。

　

18
、特
（
訓
）
に
名
香
を
賜
へ
り
［
墨
、賜
「
ヒ
」］・
兼
て
は
天
使
を
降
す
［
墨
、降
「
ク
タ
」「

セ
リ
」］。

（
巻
一
・
六
ウ
２
）

　

19
、
乃「

ナ
」「

ヲ
」
号
を
大
廣
智
不
空
三
蔵一
と
賜二
フ　
（
巻
一
・
二
七
ウ
２
）

　

20
、
仰
（
き
て
）
聖
慈
を
思ヲ（

も
）（

ふ
）
に
・
曲
（
け
）
て
哀—

恤シ
ウ

を
賜
ヘ
リ
。

（
巻
六
・
四
ウ
３
）

　

21
、
亡—

師
惠
堅
ニ
贈
ス
ル
物 

賜二
フ
表上
（
に
）
謝下
（
す
る
）
一
首

（
巻
六
・
五
オ
４
）

　

22
、
紫
の
僧
衣
一
副コ

ク

を
賜
ふ
・
者

（
て
へ
）リ　

（
巻
六
・
八
ウ
３
）

　

23
、
特
に
錦
綵
縑
緗
共
（
に
）
四
十
疋 

賜
ふ
。（
巻
六
・
十
二
ウ
４
）

以
上
は
、
本
文
の
漢
字
「
賜
」
の
和
訓
で
あ
る
。

　

24
、
薄コ

ヽ

ニ
申ノ

ヘ
奨＊

（
め
）
賚タ

マ

フ
以
て
助
脩
行
ナ
リ
［
墨
、
奨シヤウ—

賚テイ
ヲ
申
（
へ
）
以
（
て
）

　
　
　

脩
行
を
助（
く
）］［
也
］（
巻
六
・
十
三
ウ
３
）〈
＊「
奨
」字
の
右
に
は
朱
仮
名「
ノ
ヽ

　
　
　

ヌ
」
あ
り
。「
ス
ヽ
メ
」
の
誤
点
か
〉

右
の
例
24
は
、
墨
訓
が
漢
語
名
詞
と
し
て
い
る
の
で
、
本
動
詞
「
た
ま
ふ
」
の
例
と
し

て
掲
げ
た
が
、
複
合
動
詞
で
は
な
く
て
、
補
助
動
詞
で
あ
る
可
能
性
を
捨
て
き
れ
な
い
。

こ
れ
も
、
類
例
を
探
索
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

謙
譲
動
詞
「
た
て
ま
つ
る
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
現
れ
る
。

　

25
、
虎
魄
の
像
幷
に
梵
書
の
隨
求
の
眞
言
を
進

（
た
て
ま
つ
）る
・
状
一
首
（
巻
一
・
二
オ
４
・
目
次
）

　

26
、
謹
て
状
に
隨
（
ひ
）
進
「
ル
」　
（
巻
一
・
一
五
オ
６
）
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27
、
恩
命
ア
テ
京
城
諸
寺
ノ
塔
像
ヲ
拂
ひ
拭
ひ 

訖
て
進
る
表
一
首　
（
巻
六
・
九
ウ
３
）

右
の
三
例
は
、「
進
」
字
の
和
訓
と
し
て
現
れ
る
。

　

28
、
謹
（
て
）
状
に
隨
（
ひ
）
進
（
る
）。
謹
（
て
）
進
（
る
）。（
巻
一
・
一
二
ウ
６
）

な
ど
の
例
が
多
出
す
る
が
、
確
例
で
は
な
い
の
で
計
数
に
は
掲
げ
て
い
な
い
。

　
「
奉
」
字
の
例
は
以
下
の
三
例
の
確
例
が
認
め
ら
れ
る
。

　

29
、
伏
（
し
）
て
奉
ル 

中
使
羌カ

ウ

庭
ク
ワ
イ （
平
）
聖
慰
を
宣
へ（

マ
マ
）ラ

ク　
（
巻
六
・
五
オ
５
）

　

30
、
伏
（
て
）
奉
る 
中
使
李
憲
誠 

聖
旨
を
宣
キ
ラ
ク
（
巻
六
・
一
二
ウ
４
）

　

31
、
今
月
十
日
・
面

マ
ノ
ア
タリ

進
止
を
奉
る
。（
巻
六
・
一
四
ウ
６
）

　
「
獻
」
字
を
「
た
て
ま
つ
る
」
と
訓
じ
た
例
は
、

　

32
、
臣
聞
く 

子 

一
善
を
得
は
・
必
（
す
）
其
（
の
）
父
に
獻

タ（
て
ま
つ
）る

。
臣 

一
善
を
得

　
　
　
（
は
）
必
（
す
）
其
（
の
）
居
（
に
）
獻
る
。（
巻
六
・
二
ウ
６
）

　

33
、
元
日
に
甄ケ

ン

升
迦
カ
寶 

獻
る
・
表
一
首
幷
答
（
巻
六
・
一
七
ウ
６
）

の
三
例
が
確
認
さ
れ
る
。

　
「
覲
」
字
の
訓
「
た
て
ま
つ
る
」
は
、
中
止
法
の
一
例
が
あ
っ
て
、

　

34
、
想
を
十
方
に
凝

「
コ
ラ
」「

シ
」
花
嚴
（
の
）［
之
］
諸
佛
に
覲

「
キ
ン
」ツ

リ
・（
巻
一
・
六
ウ
３
）

と
認
め
ら
れ
る
。

　

以
下
、「
つ
か
ま
つ
る
」、「
ま
う
づ
」、「
う
け
た
ば
る
」、「
ま
う
す
」
の
各
一
例
が
認

め
ら
れ
る
。

　

35
、
常
に
闕
庭
に
奉

「
ツ
カ
マ
ツ
ル
」
「
ル
」　
（
巻
一
・
七
オ
４
）

　

36
、
謹
（
み
）「
テ
」
銀—

臺—

門
に
詣イ

タ

リ
［
墨
、
詣
「
マ
ウ
」「
テ
ヽ
」］
奉
表
陳
賀
以—

聞
ス

（
巻
一
・
三
ウ
２
）

　

37
、
伏
（
し
）
て
承

「
ウ
ケ
タ
ハ

レ「
レ
ハ
」ハ
」
官
軍
・
捷

音
妾「
カ
チ
モ
ノ
」を
獻
（
し
）
東
京
を
収—

復
す
。

（
巻
一
・
四
オ
５
）

　

37
、
沙
門
不
空
言
「
サ
ク
」　

中
使

「
勅
使
也
」呉「

コ
」—「姓

也
」遊—

巖
「
名
也
」至
（
り
）
て
聖
旨
を
奉—

宣
「
ス
」。

（
巻
一
・
六
ウ
１
）

漢
語
名
詞
、
漢
語
動
詞
の
語
彙
的
敬
語
表
現
を
除
い
て
、
文
法
的
敬
語
表
現
を
中
心
に

右
に
掲
げ
た
。
右
か
ら
は
、
敬
語
補
助
動
詞
は
、
基
本
的
に
読
添
語
に
出
現
す
る
。
た

だ
し
、
補
助
動
詞
「
た
て
ま
つ
る
」
一
例
が
、
本
文
の
漢
字
の
訓
と
し
て
、
確
例
で
出

現
し
て
い
る
。
敬
語
動
詞
の
出
現
は
、
右
の
如
く
で
、
決
し
て
多
く
な
い
。
ま
た
、
和

語
接
頭
辞
を
冠
し
た
名
詞（

３
）は

、
確
例
を
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
本
資
料
中
に
は
助
動

詞
「
し
む
」
が
出
現
す
る
。
し
か
し
、い
ず
れ
も
使
役
の
用
法
で
、尊
敬
の
用
法
が
な
く
、

そ
の
他
の
敬
語
助
動
詞
は
出
現
し
な
い
。

　

右
の
よ
う
な
敬
語
表
現
は
、
上
表
文
と
答
勅
と
言
う
発
信
者
と
受
信
者
の
上
下
関
係

が
明
確
な
文
章
の
訓
読
に
お
い
て
、
決
し
て
、
栄
え
て
は
い
な
い（

４
）。

　
　
　

三
、
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
に
お
け
る
語
彙
的
敬
語
表
現

　
　
　
　
　
　

—

漢
語
動
詞
の
例
に
つ
い
て—

　

さ
て
、
前
節
に
記
述
し
た
如
く
、
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
巻
第
一
・
六
院
政
期
点

に
お
い
て
は
、
敬
語
表
現
と
し
て
補
助
動
詞
の
使
用
は
、
寡
少
で
あ
る
と
言
え
よ
う
し
、

和
語
の
敬
語
動
詞
も
多
く
出
現
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

　

で
は
、
高
山
寺
本
不
空
三
蔵
表
制
集
に
お
い
て
、
前
節
に
取
り
上
げ
た
事
象
以
外
で
、

待
遇
表
現
を
支
え
る
要
素
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

先
ず
、
一
字
の
漢
語
サ
変
動
詞
に
つ
い
て
記
述
を
行
う
こ
と
か
ら
始
め
て
み
よ
う
。

第
二
節
に
触
れ
た
如
く
、「
奉
」
字
に
は
、
補
助
動
詞
和
訓
「
た
て
ま
つ
る
」
が
充
当
さ

れ
て
い
る
例
が
一
例
存
す
る
。例
17
で
あ
る
。敬
語
動
詞
和
訓
と
し
て
は
、「
進
」「
奉
」「
獻
」

「
覲
」
字
に
「
た
て
ま
つ
る
」
訓
が
与
え
ら
れ
て
和
訓
で
訓
読
さ
れ
た
例
を
例
25
か
ら
例

34
（
例
28
は
除
外
）
ま
で
掲
げ
た
。
実
は
、
こ
れ
ら
の
漢
字
は
、
不
空
三
蔵
表
制
集
中

に
多
用
さ
れ
る
字
で
あ
る
。
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
巻
第
一
・
六
院
政
期
点
に
お
い

て
は
、
充
当
語
が
和
語
な
の
か
、
漢
語
な
の
か
の
訓
読
語
形
の
確
例
た
り
得
な
い
も
の

も
例
と
し
て
は
、

　

38
、
奉　

勑ヲ 

語
。（
巻
六
・
一
四
ウ
２
・「
奉
」
字
に
は
ヲ
コ
ト
点
も
仮
名
も
加
点
さ
れ
て
い
な
い
）

な
ど
の
例
が
多
く
存
し
て
い
る
。

　

以
下
の
よ
う
に
一
字
の
漢
語
サ
変
動
詞
と
し
て
訓
読
さ
れ
た
例
が
認
め
ら
れ
る
。
確
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例
が
多
く
は
な
い
が
、

　

39
、
大
興
善
寺
三
藏
沙
門
不
空
奏
ス
。（
巻
一
・
一
八
オ
１
）

　

40
、
右 
杜
冕
（
人
名
）
奏
し
て
［
イ
、
奏
（
す
）。］
臣
・
素
「
ヨ
リ
」
功
︱

勳
無
「
シ
」

（
巻
一
・
二
二
ウ
６
）

　

41
、
謹
（
み
）
て
中
使
李
憲
誠
カ
表
ヲ
奉
シ
陳
賀
以
聞
（
巻
六
・
四
オ
２
）

　

42
、
師
・
道
を
靈
山
に
訪
（
ね
）
精
か
（
に
）
正
覺
を
脩
せ
り　

異
石
來
り
獻
せ
り
・

（
巻
六
・
一
八
オ
６
）

な
ど
は
、
謙
譲
の
一
字
漢
語
動
詞
と
認
め
て
良
か
ろ
う
し
、

　

43
、
大
興
善
寺
都
維
那
法
高
に
勑
ス
・
前
に
依
（
り
）
て
句
當
セ
シ
ム
ル
・
制
一
首

（
巻
六
・
二
ウ
１
・
目
次
）

な
ど
は
、
尊
敬
の
一
字
漢
語
動
詞
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
文
法
的
な
敬
語
で
は

な
い
。
語
彙
的
敬
語
の
範
疇
に
入
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
認
め
て
お
く
。

　

二
字
漢
語
動
詞
の
例
も
あ
り
、

　

44
、
陛肅

宗下
「
平
」
時
「
ニ
」
乘
（
り
）・
至
︱

徳
（
し
）
て
興
王
（
の
）［
之
］
首ハ

シ
メ［
墨
、
首
「
カ
ウ
へ
」］

　
　
　
「
ニ
」
冠

「
カ
フ

ラ
シ
メ
」・（
巻
一
・
五
ウ
７
）

　

45
、
所

「
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
」

︱

以
に
庶
品
を
神
︱
化
「
シ
」　
（
巻
一
・
九
ウ
２
）

　

46
、
皇
后
・
柔

「
シ
ウ
」（
去
）
︱

範
を
徳
彰
「
し
」・（
巻
一
・
九
ウ
３
）

こ
れ
ら
の
二
字
漢
語
動
詞
は
、
尊
敬
の
動
詞
と
見
て
良
か
ろ
う
。

　

47
、
志
ヲ
［
イ
、
に
］
誓
（
ひ
）
鑽
︱

仰
し
て
豈
に
敢
（
へ
）
て
怠
︱

遑
「
ク
ワ
ウ
」「

セ
ム
ヤ
」。

（
巻
一
・
一
六
オ
５
）

　

48
、
續
（
き
）
て
譯
（
し
）
て
奏
聞
「
セ
ム
」。（
巻
一
・
九
オ
１
）

　

49
、
中
使
李
憲
誠
勑
旨
を
奉
︱

宣
（
上
）（
す
）
ラ
ク
。（
巻
六
・
九
ウ
５
）

　

50
、
懇
に
［
於
］
心
を
責
（
め
）・
何ナ

に
憑ヨ

テ
カ
啓
請
せ
む
。（
巻
六
・
一
六
オ
４
）

右
の
例
な
ど
は
、
謙
譲
の
二
字
漢
語
動
詞
と
認
め
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
も
語

彙
的
な
敬
語
で
あ
る
こ
と
を
再
度
確
認
し
て
お
く
。

　

次
に
掲
げ
た
例
は
、
正
に
、
語
彙
的
な
敬
語
と
し
て
文
脈
内
で
機
能
す
る
の
か
、
敬

語
動
詞
表
現
と
し
て
は
機
能
し
な
い
美
文
漢
語
動
詞
で
あ
る
の
か
が
問
題
と
な
り
そ
う

な
例
で
あ
る
。

　

51
、
故
金
剛
三
藏
。
天
資
秀
︱

異
し
て
・
氣
・
冲
ノ
和
ヲ
［
イ
、
に
］
稟
（
け
）「
タ
リ
」。

（
巻
一
・
二
五
ウ
１
）

例
51
は
、「
故
金
剛
三
藏
」
が
主
語
と
し
て
と
あ
る
。「
天
資
（
生
ま
れ
つ
き
）」
が
「
秀

で
て
他
と
異
な
る
」
の
意
の
漢
語
動
詞
が
、
文
脈
内
に
使
わ
れ
て
、
美
文
語
で
あ
る
と

は
認
め
て
良
か
ろ
う
が
、
例
51
は
、

　

　
金
剛
三
藏
に
開
︱

府
及
ひ
・
號
を
贈
る
・
制
一
首

中
に
使
わ
れ
た
も
の
で
、
不
空
三
蔵
に
対
す
る
勅
書
の
中
の
一
部
で
あ
る
。「
故
金
剛
三

藏
」
を
讃
え
た
文
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
が
、
こ
の
皇
帝
の
勅
書
中
の
漢
語
動
詞
「
秀

異
す
」
は
、「
故
金
剛
三
藏
」
に
対
す
る
皇
帝
か
ら
の
尊
敬
の
機
能
を
持
っ
た
漢
語
動
詞

と
認
め
る
か
、
あ
る
い
は
、
勅
書
中
の
美
文
表
現
で
は
あ
る
が
、
尊
敬
の
機
能
を
持
た

な
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
二
つ
の
立
場
が
あ
り
得
る
と
、
稿
者
は
考
え
て
い
る
。

　

即
ち
、
語
彙
的
な
敬
語
は
、
如
何
な
る
文
脈
で
使
用
さ
れ
る
の
か
が
問
題
で
、
尊
敬

の
機
能
を
含
ん
だ
美
文
語
で
あ
る
の
か
、
四
六
駢
儷
文
中
に
使
わ
れ
て
単
に
美
文
語
で

あ
る
の
か
は
、
正
に
、
文
脈
に
支
え
ら
れ
て
の
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
敬
語
レ
ベ

ル
で
は
な
く
、
待
遇
表
現
レ
ベ
ル
で
は
、
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
評
価
の
動
詞
で
は
な
い
。

　
　
　

四
、
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
に
お
け
る
語
彙
的
待
遇
表
現

　
　
　
　
　
　

—

名
詞
・
代
名
詞
の
例
に
つ
い
て—

　

敬
意
を
含
む
か
否
か
の
問
題
か
ら
、
高
山
寺
蔵
表
制
集
の
訓
読
語
を
眺
め
れ
ば
、
漢

語
名
詞
も
、
語
彙
的
な
敬
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
思
し
い
。
漢
語
名
詞
の
場
合
、

用
例
の
枚
挙
に
遑
が
な
い
が
、
数
例
を
掲
げ
て
み
る
。

　

52
、
智
藏
（
人
名
）
久
く　

王
化
に
霑
（
ひ
）
重
（
ね
）
て
漢
儀
を
覩
ル（

巻
一
・
三
ウ
１
）

　

53
、
智
藏 
幸
に　

昌
︱

明
を
保タモ
（
つ
）　
（
巻
一
・
四
ウ
７
）

　

54
、
西
（
の
か
た
）　

上
皇
を
迎
「
フ
」。（
巻
一
・
五
ウ
３
）
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55
、　

恩
︱

賜
の
香
を
謝
シ
（
て
）
情
を
陳
（
へ
）
シ
・
表
一
首
（
巻
一
・
六
オ
７
）

　

56
、
但
シ
冀ネ

（
く
）
は
文
殊
法
力
（
平
？
）
憑ヨ

リ　

洪
恩
を
上
︱

答
（
せ
）
む
。

（
巻
六
・
一
二
オ
３
）

な
ど
の
例
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
漢
文
自
体
の
表
記
の
問
題
が
あ
っ
て
、
二
字

漢
語
名
詞
の
前
に
闕
字
が
存
す
る
。
こ
の
二
字
漢
語
名
詞
直
前
の
闕
字
は
、
敬
意
を
表

す
た
め
の
表
記
法
で
あ
る
か
ら
、「
王
化
」「
昌
明
」「
上
皇
」「
恩
賜
」「
洪
恩
」
が
敬
意

を
込
め
た
表
現
で
あ
る
こ
と
を
表
記
上
か
ら
明
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ

ら
の
例
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
。

　

57
、
斯
（
に
）
實
に
睿

「
エ
イ
」

︱
「
御
謀
」

謀
「
ホ
ウ
」廣

「
ク
」
運
（
ひ
）
て
［
イ
、
廣
運
「
ナ
リ
」］

（
巻
一
・
四
ウ
５
）

例
57
の
「
睿
謀
」
の
左
傍
に
は
、
墨
書
の
書
入
が
あ
っ
て
、「
御
謀
」
と
の
書
入
注
が
存

す
る
。
こ
の
書
入
注
の
出
典
を
解
明
し
て
は
い
な
い
が
、「
睿
謀
」
に
、
敬
意
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
根
拠
と
な
ろ
う
。

　

58
、
而
（
し
）
て
更
に
鑾「鳳」輿
を
尊
「
ヒ
キき

」・
天
「
天
子
筵
道
」
歩
を
清

「
ハ
ラ
」「

ヒ
テ
」
而
（
し
）
て
仍

「
シ
キ
」

　
　
　
「
リ
」
に
法
︱

駕
を
延
「
ク
」。　

天
︱

父
天
子
・
先
天
・
天
に
後

「
ヲ
ク
」「

ル
」。
閶

「
シ
ヤ
ウ
」「

御
殿
」

　
　
　

闔
「
カ
ウ
」
（「
天
門
也
」

入
）　
　

を
去
（
り
）
而て

九
重
に
復
︱

歸
「
シ
」［
イ
、
歸
「
カ
ヘ
」「
リ
」］。　

朝
「
御
輦
也
」︱綱「天也

」を

　
　
　

正
「
シ
ク
」（
し
）
而て

萬
︱

姓
を
載
︱

安
（
す
）［
イ
、
載

「
ス
ナ
ハ
」「
チ
」
安

「
ヤ
ス
」「
ム
ス
」］。

（
巻
一
・
五
ウ
３
〜
５
）

例
58
も
、同
様
で
、「
天
父
天
子
先
天
」
に
は
闕
字
が
あ
る
。「
天
歩
」
に
は
「
天
子
筵
道
」

の
注
が
、「
閶
闔
」
に
は
、「
御
殿
」「
天
門
也
」
の
注
が
あ
る
。「
朝
綱
」
に
は
、「
御
輦
也
」

「
天
也
」
の
注
が
あ
っ
て
、
敬
意
の
含
ま
れ
た
語
と
し
て
訓
読
さ
れ
て
い
る
と
認
め
て
良

か
ろ
う
。「
鑾
輿
」
の
「
鑾
」
に
も
「
鳳
也
」
の
墨
注
が
存
す
る
か
ら
、
こ
の
語
も
「
鳳
」

が
「
天
子
」
を
讃
え
る
用
事
と
し
て
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
「
天
子
」

の
乗
り
物
で
あ
る
と
い
う
敬
意
の
籠
も
っ
た
漢
語
名
詞
と
見
て
矛
盾
が
な
い
。

　
「
法
駕
」
は
、闕
字
は
な
い
が
、「
天
子
の
乗
り
物
」
を
指
し
た
語
で
、こ
れ
自
体
が
「
天

子
」
に
対
す
る
専
用
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
敬
意
を
伴
っ
た
待
遇
表
現
と
認
め
て
矛
盾

が
な
い
。

　
「
九
重
」
は
、
墨
注
も
な
い
し
、
闕
字
が
あ
る
訳
で
は
な
い
が
、
こ
の
上
表
中
で
は
、

宮
中
を
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
漢
語
名
詞
は
敬
意
の
含
ま
れ
た
待
遇
表
現

で
あ
る
と
認
め
て
良
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
文
脈
に
拠
る
と
い
う
限
定
を
付
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
中
国
漢
文
の
漢
語
の
場
合
、「
九
つ
の
城
」
を
指
す
場
合
が
あ
る
か
ら
、
文

脈
に
支
え
ら
れ
た
漢
語
敬
語
名
詞
と
し
て
、
語
彙
的
敬
語
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

59
、
鴻
「
天
也
恩
也
」︱私「

シ
」曲

「
ケ
」
て
欣
︱

躍
（
せ
）
て
名
「
ケ
」
難
「
言
語
斷
也
」「
シ
」。（
巻
一
・
六
ウ
２
）

　

60
、
何
（
に
）
由
（
り
て
）
か
丹
「
帝
宮
也
云
々
」
戸 

瞻
覩
（
せ
）
む　
（
巻
六
・
一
一
ウ
６
）

右
の
二
例
「
鴻
私
」「
丹
戸
」
に
も
墨
注
が
存
し
て
、
敬
意
の
込
め
ら
れ
た
待
遇
表
現
を

担
う
と
見
て
よ
い
。

　

61
、
既
に
聖
︱

政 

降
（
り
）
て
惟コ

レ 

新
（
た
）
な
り
。（
巻
一
・
三
オ
５
）

　

62
、
永
く
香
火
を
脩
（
し
）
以
聖
躬
に
福

「
サ
イ
ハ
」「

ヽ（
ハ
）セ

ム
」。（
巻
一
・
一
八
ウ
２
）

な
ど
の
例
は
、「
皇
帝
の
政
」
や
「
皇
帝
の
身
」
を
指
し
た
漢
語
で
、こ
れ
も
敬
意
の
籠
も
っ

た
待
遇
表
現
を
担
っ
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。
た
だ
し
、

　

63
、
逆
黨 

氷「
ヒ
」（

の
）「
コ
ト
ク
」
に
銷
（
け
）
て
・
玉
師
［
イ
、
師
「
イ
ク
サ
」］
獨
（
り
）
尅

「
カ
テ
」「

リ
」

　
　
　
［
イ
、
尅カ
チ
ヌ
］。（
巻
一
・
四
オ
６
）

　

64
、　

聖
主
（
の
）［
之
］
威
神
一

を
昭□

カ
二

す
。（
巻
六
・
四
オ
１
）

の
如
く
の
「
玉
師
」
や
、「
威
神
」
は
、
美
文
語
で
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
不
空
三

蔵
表
制
集
の
上
表
中
に
あ
っ
て
、「
皇
帝
の
軍
」
や
、「
皇
帝
の
気
高
さ
」
を
意
味
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
文
脈
に
支
え
ら
れ
た
敬
意
の
含
ま
れ
る
待
遇
表
現
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
他
の
文
章
の
文
脈
に
あ
っ
て
も
、
美
文
語
と
し
て
、
些
か

の
改
ま
っ
た
表
現
と
し
て
使
わ
れ
る
語
で
あ
ろ
う
。
待
遇
と
し
て
は
、
プ
ラ
ス
の
待
遇

を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
今
ま
で
の
和
語
の
敬
語
体
系
の
範
疇
で
の
分

類
が
可
能
か
ど
う
か
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
上
表
中
の
皇
帝
に
対
す
る
尊
敬

語
と
し
て
の
待
遇
表
現
を
担
う
例
63
・
64
が
あ
る
一
方
で
、
こ
の
文
脈
を
離
れ
た
場
合
、

単
な
る
美
文
語
と
し
て
の
表
現
を
担
う
場
合
が
大
い
に
予
想
さ
れ
る
漢
語
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
今
後
、実
例
を
元
に
記
述
し
て
み
た
い
が
、四
六
駢
儷
文
に
お
け
る
美
文
語
が
、

す
べ
て
、
如
何
な
る
文
脈
に
お
い
て
も
、
尊
敬
の
待
遇
を
担
っ
た
語
で
あ
る
と
断
ず
る
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こ
と
は
出
来
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

名
詞
も
、
特
定
の
地
位
に
あ
る
人
を
、
そ
の
地
位
で
表
現
し
て
指
し
示
す
語
が
あ
る
。

　

65
、
道
は
惟
れ
帝
「
白
土
□
也
」の
先
（
平
）
す
［
イ
、
先「

キ
」「

ナ
リ
」］
帝
道
洽ア

マ
ネキ

と
き
に
は
［
則
］
神
︱

　
　
　

功
不
︱

宰
「
サ
イ
□
ハ
」「
ナ
リ
」。（
巻
一
・
五
オ
６
）

な
ど
、「
帝
」
の
例
で
、
こ
れ
に
は
待
遇
意
識
が
あ
る
と
見
て
矛
盾
が
な
か
ろ
う
。

　

66
、
陛
下
・
功
・
立
極
に
超
エ
・（
巻
一
・
三
オ
１
）

　

67
、　

陛
下
「
ノ
」
北
巡
「
シ
ユ
ン
」に
［
イ
、
巡

「
メ
ク
」「

ル
ニ
」］
及
（
ひ
て
）
不
空
・
陪
侍
「
ス

　
　
　

ル
」
こ
と
獲
不
と
雖
（
も
）・（
巻
一
・
七
オ
２
）

こ
の
「
陛
下
」
も
同
様
で
、
例
67
に
は
、
闕
字
が
あ
る
。

　

68
、
深
「
ク
」
朕
か
懷
「
ニ
」
在
「
リ
」（
巻
一
・
四
オ
２
）

　

69
、
在ム

カ
シ
ノ

昔
の
弘
︱

誓
・
朕 

心
に
悉
く
知
「
レ
リ
」。（
巻
一
・
八
オ
２
）

右
の
二
例
は
、
勅
答
中
の
例
で
、
自
称
の
代
名
詞
で
あ
る
が
、「
皇
帝
」
の
「
皇
帝
」
を

指
す
自
称
代
名
詞
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
用
語
と
し
て
使
用
の
限
定
の
あ
る
語
で
あ
っ

て
み
れ
ば
、
自
ず
か
ら
待
遇
表
現
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

70
、
臣 

素
トと

ヨ
リ
才
︱

行
无
（
し
）　
（
巻
一
・
一
三
ウ
４
）

例
70
の
「
臣
」
は
、
一
般
名
詞
で
あ
る
が
、「
帝
」
の
対
義
語
と
位
置
づ
け
れ
ば
、
語
義

そ
の
も
の
に
謙
っ
た
待
遇
が
含
ま
れ
る
語
で
、
こ
の
上
表
中
に
お
い
て
は
、
待
遇
表
現

を
担
っ
て
い
る
と
し
て
矛
盾
が
な
い
。

　

71
、
即
（
ち
）
愚
︱

臣
か
微
誠
・
生
死
の
願
は
畢
「
ラ
ム
」。（
巻
一
・
二
三
ウ
６
）

こ
の
例
は
、
右
の
例
70
に
は
、「
臣
」
に
更
に
「
愚
」
が
修
飾
要
素
と
し
て
冠
せ
ら
れ
た

二
字
漢
語
名
詞
で
、
軽
卑
表
現
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

72
、
微
僧
又
（
た
）
謹
（
み
て
）
雜
寶
藏
等
經
ヲ
案
二

（
し
て
）
云
（
く
）　

（
巻
六
・
一
〇
オ
７
）

　

73
、
微
僧 

何
（
の
）
幸
（
あ
）
テ
カ
斯
（
の
）
聖
跡 

覩ミ
二

ル
。（
巻
六
・
一
六
ウ
３
）

右
の
二
例
の
「
微
僧
」
と
い
う
二
字
漢
語
名
詞
は
、「
微
」
を
冠
し
て
自
ら
を
軽
卑
し
た

も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。

　

74
、　

恩
︱

命
を
奉
（
し
）
翻
︱

譯
（
せ
）
令
（
る
）
事 

許
し
て
・
探
ヌ
ル
に
資ヨ
リ
・

　
　
　
［
イ
、
資
「
レ
リ
」］
微
言
に
證
︱

會
す
［
イ
、
會

「
カ
ナ
」「
ヘ
リ
」］。（
巻
一
・
八
ウ
６
）

　

75
、
謹
（
み
）
て
愚
︱

誠
を
獻
（
し
て
）
戰
汗カ

ン

を
倍
︱

増
す
・（
巻
一
・
一
三
ウ
４
）

右
の
例
74
・
75
と
例
71
の
「
微
誠
」
も
同
様
で
、
二
字
漢
語
名
詞
の
全
部
要
素
に
、
自

ら
の
あ
り
方
を
謙
っ
て
表
現
し
た
待
遇
の
機
能
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　

即
ち
、
右
の
例
52
か
ら
例
75
は
、
一
字
漢
語
名
詞
・
二
字
漢
語
名
詞
を
取
り
上
げ
た
。

こ
れ
ら
の
待
遇
表
現
機
能
を
帯
び
た
名
詞
の
出
現
は
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
院
政

期
点
に
お
い
て
夥
し
く
、
文
法
的
敬
語
表
現
（
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」・「
た
て
ま
つ
る
」）

の
出
現
が
寡
少
で
あ
る
の
に
比
べ
て
高
山
寺
蔵
不
空
三
藏
表
制
集
院
政
期
点
の
訓
読
語

に
は
良
く
出
現
す
る
。
た
だ
し
、
訓
読
語
に
多
出
す
る
こ
う
し
た
語
彙
的
待
遇
表
現
は
、

原
漢
文
の
影
響
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
い
。

　

さ
て
、
第
三
節
と
本
節
で
は
、
漢
語
動
詞
と
漢
語
名
詞
が
頻
出
し
、
語
彙
的
待
遇
機

能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
記
述
し
て
き
た
が
、
第
二
節
に
取
り
上
げ
た
文
法

的
待
遇
表
現
で
あ
る
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」「
た
て
ま
つ
る
」
と
言
っ
た
文
法
的
敬
語
表

現
の
出
現
傾
向
に
つ
い
て
論
じ
て
お
く
。

　

高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
に
あ
ら
わ
れ
る
補
助
動
詞
の
全
例
を
例
１
よ
り
例
17
に

掲
げ
て
触
れ
た
が
、例
17
以
外
は
、総
て
読
添
語
と
し
て
出
現
す
る
。
補
助
動
詞「
た
ま
ふ
」

全
十
五
例
の
上
接
動
詞
を
列
挙
し
て
み
る
。

　
　
「
册
す
」・「
賀
册
す
」・「
誕
す
」・「
洞
徹
す
」・「
降
す
」・「
帶
す
」・「
合
す
」・「
充

　
　

給
す
」・「
下
す
」・「
護
念
す
」・「
行
す
」・「
濕
す
」・「
保
護
す
」・「
傳
ふ
（
二
例
）」

右
の
動
詞
で
、
動
詞
そ
の
も
の
が
待
遇
価
値
を
持
た
な
い
。

　

補
助
動
詞
「
た
て
ま
つ
る
」
は
、
出
現
全
二
例
で
、

　
　
「
逾
ゆ
」

一
例
に
下
接
し
た
例
と
、
原
漢
文
に
は
「
奉
報
」
の
漢
語
動
詞
を
返
読
し
て
読
ん
だ
、

　
　
「
報
し
奉
る
」

の
計
二
例
で
あ
る
が
、「
逾
ゆ
」
に
も
、「
報
す
」
に
も
、
こ
の
語
自
体
に
語
彙
的
敬
語

機
能
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

即
ち
、
文
法
的
敬
語
表
現
と
し
て
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
に
現
れ
た
補
助
動
詞
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は
、い
ず
れ
も
、上
接
の
動
詞
が
、待
遇
的
価
値
を
持
た
な
い
も
の
で
、補
助
動
詞
に
よ
っ

て
、
待
遇
的
機
能
を
添
え
る
た
め
に
読
み
添
え
ら
れ
た
（
例
17
を
除
く
）
も
の
で
あ
る

と
解
釈
さ
れ
よ
う
。

　
　
　

五
、
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
に
お
け
る
句
・
文
章
レ
ベ
ル
の
待
遇
表
現

　

高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
に
は
、
次
の
よ
う
な
述
語
句
が
出
現
す
る
。
否
定
表
現

を
伴
っ
た
訓
読
語
の
形
で
、
謙
っ
た
朧
化
し
た
間
接
的
な
待
遇
表
現
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
。

　

76
、
臣 

素
トと

ヨ
リ
才
︱

行
无
（
し
）　
（
巻
一
・
一
三
ウ
４
）

　

77
、
臣
・
素
「
ヨ
リ
」
功
︱

勲
無
「
シ
」　
（
巻
一
・
二
二
ウ
６
）

　

文
章
表
現
レ
ベ
ル
で
は
、
上
表
中
に
現
れ
る
文
体
的
な
現
象
で
、
左
例
の
よ
う
な
訓

読
表
現
が
形
成
さ
れ
る
。

　

78
、
伏
（
し
て
）
惟
（
み
れ
）
は　

寶
應
元
聖
文
武
皇
帝
陛
下
。
金
輪
運
を
撫
（
て
）

　
　
　

玉
燭シ

ヨ
ク

時
（
に
）
乘
レ
リリ　

外
護
を
［
於
］　

聖
心
に
弘
（
め
）・
無
縁
（
の
）［
之
］

　
　
　

慈
澤
を
降
ス　

人　

中
禁
從
二
（
へ
）
リ
・
留
念
（
し
）
テ
誦
シ
テて

［
而
］
未
（
た
）

　
　
　

妨
ケ
［
未
］（
再
讀
）。（
巻
六
・
二
二
オ
１
〜
２
）

例
78
の
最
初
の
「
伏
（
し
て
）
惟
（
み
れ
）
は
」
定
型
的
な
発
語
の
訓
読
形
で
、右
の
例
は
、

皇
帝
の
行
状
を
記
す
た
め
の
枠
組
み
と
し
て
現
れ
る
発
語
で
あ
る
。
発
語
の
以
下
に
は
、

闕
字
の
名
詞
や
、
尊
敬
表
現
と
し
て
の
美
文
漢
語
を
含
め
て
、
美
文
語
が
出
現
す
る
が
、

そ
の
外
枠
を
形
作
る
上
表
文
の
文
体
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、

　

79
、
生
成
已
に
多
シ
・
報
︱

劫
何「

ナ
ニ
」「
ヲ
カ
」
冀ネ

カ

ハ
ム
。
鳬
藻
（
の
）［
之
］
至
に
勝「

タ
」「
エ
」

　
　
　

不　

謹
（
み
）「
て
」
銀
︱

臺
︱

門
に
詣イ

タ

リ
［
イ
、
詣マウ
「
テ
ヽ
」］
奉
表
陳
賀
以
︱

聞
ス

　
　
　

輕
シ
ク　

宸
︱

嚴
「
ケ
ム
」を
黷
す
［
イ
、
黷「

ケ
カ
」「
シ
」］・
伏
（
し
）「
テ
」
戰
︱

越
［
イ
、
越ヲノ

ヽく
」］

　
　
　

に
深
シ
［
イ
、
深
「
ク
」
戰
越
「
ス
」］。
沙
門
智
藏
・
誠
惶
誠
恐
謹
言

（
巻
一
・
三
ウ
１
〜
４
）

な
ど
の
例
で
は
、
副
詞
的
に
働
く
「
謹
み
て
」
や
「
伏
し
て
」
な
ど
も
上
表
文
の
待
遇

表
現
の
一
翼
を
担
う
し
、
上
表
文
に
定
型
的
な
文
書
末
の
「
誠
惶
誠
恐
謹
言
」
の
書
き

止
め
も
、上
表
文
の
文
体
的
な
枠
組
み
と
し
て
上
表
文
を
包
ん
で
、待
遇
表
現
に
関
わ
る
。

文
中
の
「
奉
表
陳
賀
以
聞
」
も
、
上
表
文
に
見
ら
れ
る
定
型
的
な
待
遇
表
現
と
見
て
良

か
ろ
う
。

　

以
下
に
は
、
巻
第
六
の
第
四
表
の
全
文
の
訓
読
語
例
を
掲
げ
て
み
る
。

　

80
▲

四
・
沙
門
元
皎 

僧
を
度
（
せ
）
む
と
請
（
す
る
）・
表
一
首

　
　
▲

沙
門
元
皎
。
起
居
に
附
（
き
て
）
伏
（
し
て
）
惟
（
へ
ら
く
）。　

聖
躬
萬
福
。

　
　

元
皎
生
（
れ
）
て
▲

福
洲
に
居
り
・
偏
ニ
方ハ

ウ 

賤
品
た
り
。
長
年
に
多
幸
に
し
て
鑾ラ

ン
（
平
）

　
　

輿
に
侍
︱

從
せ
り
。
靈
武
自
（
り
）
京
に
▲

還□

（
り
）・
承
︱

明
の
佛
事
に
遇ア

ふ
。
先

　
　

師
ノ
遺
訓 

禀(

け)

て
國
に
許
サ
ン
・
忘
（
れ
）
た
り
［
イ
、
忘
し
つ
］
軀ミ

は
慙

　
　
（
つ
ら
く
）
は
絲
（
平
）

髮
（
の
）［
之
］
功
▲

无
（
し
）　

已
（
に
）
從シ

ヨ
ウ︱

心
（
の
）［
之
］

　
　

歳
に
及
（
へ
）
り　

身 

痾
療セ

イ
（病
也瘵
）
ニ
纒
（
は
れ
）
侍
養
（
す
る
）
に
人
▲

无
（
し
）。

　
　

仰
（
き
て
）　

聖
慈
を
思
（
ふ
）
に
・
曲
（
け
）
て
哀
︱

恤シ
ウ

ヲ
賜
ヘ
リ
。
姪テ

ツ

は
孝
常

　
　

ト
イ
フ
モ
ノ
有
（
り
）。
早
（
に
） 

▲

天
澤 

承
（
け
）
謬
（
り
）
て
崇ス

ウ

班高位
也ニ
列
せ
り
。

　
　

誠
（
に
）
國
ニ
報
（
す
）
る
［
之
］
勞
无
（
し
）。
志
（
に
）
出
家
（
の
）［
之
］　

　
　

行
有
（
り
）。
▲

元
皎
。　

其
（
の
）
實
業 

知
（
り
）
擧
（
く
る
）
ニ
親
を
避
（
け
）

　
　

不
。
居
家
に
處
（
す
る
）
と
雖
も
常
ニ
▲

誦
習 

勤
む
。
伏
（
し
て
）
惟
（
み
れ
）
は

　
　
　

聖
恩
傍カ

タ

く
ニ　

及（
ひ
）・
特
に
殊
私シ 

乞
フ　

冀（
く
）は
殘
形
を
竭ツ

ク

シ（
て
）永（
く
）

　
　

上
答
セ
ム
コ
ト
ヲ
▲

希ネ
カ

フ　

懇
懼
（
の
）［
之
］
至
に
任
（
す
る
）
こ
と
无
（
れ
）。

　
　

謹
（
み
て
）
降
誕
（
の
）［
之
］
辰
（
に
）
因
（
り
）
謹
（
み
て
）
附
（
し
て
）
中

　
　
▲

使
魏
行
林
（
を
）
し
て
陳
請
以
聞
（
す
）　

如モ

シ　

天
恩
允
許
せ
は
付
（
す
）
に

　
　

所
▲

司
に
請
宣
す
。
謹
（
み
て
）
脚カ

ク

色使也
を
具
（
す
る
）
こ
と
・
後
（
の
）
如
（
し
）。

　
　

沙
門
元
皎
誠
惶
誠
恐
謹
言

　
　
　
▲

大
暦
十
三
年
十
月
九
日
前
長
生
殿
道
場
念
誦
僧
保
壽
寺
主
沙
門
元
皎
上
表

（
沙
門
元
皎
請
度
僧
表
一
首
／
沙
門
元
皎
附　

起
居
伏
惟　

聖
躬
萬
福
元
皎
生
居
福
洲
偏
方
賤
品
長
年
多

幸
侍
從
鑾
輿
自
靈
武
還
京
遇
承
明
佛
事
禀
先
師
遺
訓
許
國
忘
軀
慙
无
絲
髮
之
功
已
及
從
心
之
歳
身
纒
痾

療
侍
養
无
人
仰
思
聖
慈
曲
賜
哀
恤
有
姪
孝
常
早
承 　

天
澤
謬
列
崇
班
誠
無
報
國
之
勞
志
有
出
家
之
行
元

皎
知
其
實
業
擧
不
避
親
雖
處
居
家
常
勤
誦
習
伏
惟　

聖
恩
傍
及
特
乞
殊
私
冀
竭
殘
形
永
希
上
答
无
任
懇
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懼
之
至
謹
因
降
誕
之
辰
謹
附
中
使
魏
行
林
陳
請
以
聞
如　

天
恩
允
許
請
宣
付
所
司
謹
具
脚
色
如
後
沙
門

元
皎
誠
惶
誠
恐
謹
言
／
大
暦
十
三
年
十
月
九
日
前
長
生
殿
道
場
念
誦
僧
保
壽
寺
主
沙
門
元
皎
上
表
）

　
（
巻
六
・
四
オ
５
〜
五
オ
３
）

こ
の
例
か
ら
も
、
文
章
の
レ
ベ
ル
で
の
「
伏
惟
…
…
誠
惶
誠
恐
謹
言
」
の
文
体
的
な
枠

組
み
の
中
に
、
副
詞
的
に
働
く
「
仰
ぎ
て
」、「
謹
み
て
」
な
ど
を
配
し
て
、
上
表
文
全

体
の
待
遇
を
示
し
、
そ
の
枠
組
み
の
中
に
、
闕
字
等
の
表
記
上
の
敬
意
表
現
を
含
め
た

漢
語
動
詞
、
漢
語
名
詞
の
訓
読
や
、
間
接
的
な
朧
化
し
た
否
定
的
句
を
配
す
る
。
尊
敬

謙
譲
の
和
語
動
詞
も
存
す
る
が
、
先
に
触
れ
た
語
彙
的
待
遇
表
現
が
支
配
的
で
、
句
単

位
の
待
遇
表
現
、
上
表
文
文
体
の
全
体
的
枠
組
み
に
お
い
て
も
待
遇
表
現
機
能
を
担
わ

せ
て
い
る
の
が
理
解
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
比
較
し
て
、
和
文
で
多
用
さ
れ
て
待
遇
表
現
の
中
心
と
な
る
文
法
的
な
補
助

動
詞
や
接
頭
語
な
ど
の
出
現
は
、
寡
少
で
あ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

今
ま
で
の
認
識
と
し
て
は
、
漢
文
に
は
、
敬
語
表
現
が
発
達
せ
ず
、
日
本
語
文
に
お

い
て
は
敬
語
表
現
が
豊
か
で
あ
る
と
し
た
一
般
的
認
識
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

変
体
漢
文
の
特
徴
と
し
て
も
、
正
格
漢
文
に
比
し
て
、
敬
語
表
現
が
豊
か
で
あ
っ
て
、

漢
文
内
に
補
助
動
詞
「
給
」
や
「
奉
」
の
表
記
が
現
れ
や
す
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

確
か
に
、
変
体
漢
文
と
正
格
漢
文
と
を
比
較
し
た
場
合
、「
給
」「
奉
」
が
正
格
漢
文
の

訓
読
語
に
補
助
動
詞
と
し
て
訓
読
さ
れ
る
例
は
、
本
稿
の
高
山
寺
本
不
空
三
蔵
表
制
集

院
政
期
点
に
現
れ
る
例
を
掲
げ
た
例
17
の
よ
う
な
特
殊
な
訓
読
法
を
除
い
て
は
、
あ
ま

り
多
く
を
期
待
で
き
な
い
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
日
本
漢
文
に
文
法
的
敬
語
が
多
出
す
る
と
い
う
指
摘
は
間
違
い
で

は
な
い
。
注
４
に
お
い
て
断
片
的
に
取
り
上
げ
た
如
く
、
源
氏
物
語
や
栄
花
物
語
の
一

部
分
を
検
討
し
て
、
今
後
の
見
通
し
を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
和
文
に
お
い
て
は
、

文
法
的
敬
語
が
夥
し
く
現
れ
る
。
こ
の
現
象
を
も
と
に
、
日
本
語
文
に
は
敬
語
表
現
が

発
達
し
、
漢
文
に
は
敬
語
表
現
が
発
達
し
て
い
な
い
と
の
誤
認
識
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　

右
に
検
討
し
た
結
果
か
ら
は
、
和
文
語
に
お
け
る
文
法
的
待
遇
表
現
を
中
心
と
し
た

待
遇
表
現
と
、
漢
文
訓
読
語
に
お
け
る
語
彙
的
待
遇
表
現
を
中
心
と
し
た
待
遇
表
現
と

は
、
質
の
違
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
述
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

即
ち
、
和
文
に
お
け
る
待
遇
表
現
を
主
と
し
て
担
う
の
は
、
文
法
的
な
待
遇
表
現
で

あ
っ
て
、
一
方
、
漢
文
訓
読
語
に
お
い
て
は
原
漢
文
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
語
彙
的
な

待
遇
表
現
が
支
配
的
で
あ
る
と
し
て
、
両
言
語
体
系
の
待
遇
表
現
は
、
質
的
に
異
な
っ

た
も
の
で
あ
る
と
認
め
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

築
島
裕
博
士
は
、「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」（
昭
和
三
十
八
年

三
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）
に
お
い
て
、
和
文
語
と
漢
文
訓
読
語
の
言
語
体
系
の
差
を
、

語
彙
的
な
面
か
ら
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。
以
後
、
多
く
の
研
究
を
生
ん
だ
が
、
稿
者
は

寡
聞
に
し
て
本
稿
の
如
く
、
表
現
・
文
章
レ
ベ
ル
で
も
差
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た

例
を
知
ら
な
い
。

　

本
稿
の
検
討
は
、
た
だ
一
種
の
高
山
寺
本
不
空
三
蔵
表
制
集
院
政
期
点
だ
け
を
取
り

上
げ
た
記
述
研
究
で
あ
る
。
和
文
側
の
資
料
に
触
れ
た
の
も
一
部
分
で
あ
っ
て
、
そ
の

意
味
で
は
見
通
し
の
域
を
で
る
も
の
で
は
な
い
と
自
覚
し
て
い
る
。

　

和
文
側
の
記
述
研
究
と
、
又
、
漢
文
訓
読
語
内
部
の
通
時
的
研
究
が
、
課
題
と
し
て

残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
後
に
俟
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

注

　

１
、
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
巻
第
一
・
六
に
は
、
円
堂
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
確
で
あ

　
　
　

る
が
、
仮
名
や
注
記
類
の
位
置
に
、
本
文
の
被
注
字
と
の
関
係
で
、
ず
れ
て
書
き
込
ま
れ
た
例

　
　
　

が
散
見
さ
れ
る
。
仮
名
点
に
も
誤
記
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
円
堂
点
の
範
疇
か
ら
は
、
誤
点
と

　
　
　

考
え
ざ
る
を
得
な
い
訓
点
も
存
す
る
。
本
文
は
も
と
よ
り
、
訓
点
自
体
も
移
写
さ
れ
た
と
思
し

　
　
　

く
、
あ
る
い
は
、
純
粋
な
円
堂
点
加
点
資
料
で
は
な
く
、
他
の
訓
点
も
混
交
し
て
い
る
可
能
性

　
　
　

を
否
定
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
、
不
審
の
訓
点
を
一
々
注
記
し
て
い
な
い
。
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２
、
専
ら
の
記
述
の
対
象
は
、
敬
語
補
助
動
詞
、
助
動
詞
の
記
述
を
行
う
。
ま
た
、
和
語
の
敬
語
動

　
　
　

詞
、
及
び
、
接
頭
語
の
上
接
し
た
敬
語
名
詞
も
視
野
に
入
れ
る
。
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
お
断

　
　
　

り
す
る
。

　

３
、
儀
軌
類
な
ど
に
は
、
仏
足
を
指
し
て
、「
足ミ
ア
シ」
な
ど
の
確
例
が
存
す
る
が
、
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵

　
　
　

表
制
集
に
は
、
こ
の
種
の
語
が
用
い
ら
れ
な
い
。

　

４
、
以
下
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
て
、
和
文
の
待
遇
表
現
法
と
漢
文
訓
読
語
の
待
遇

　
　
　

表
現
法
体
系
の
質
的
な
差
を
詳
細
に
実
証
し
て
み
た
い
が
、
以
下
に
気
付
き
を
記
し
て
お
く
。

　
　
　

便
宜
的
に
、
新
日
本
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』（
岩
波
書
店
、
平
成
五
年
一
月
）
を
用
い
て
、「
桐

　
　
　

壺
」
巻
に
限
っ
て
、
高
山
寺
蔵
復
三
蔵
表
制
集
に
出
現
し
て
い
る
敬
語
表
現
と
の
数
量
的
な
比

　
　
　

較
を
試
み
て
お
く
。
桐
壺
巻
は
、
新
日
本
文
学
大
系
で
は
、
25
頁
存
し
、
一
頁
15
行
、
一
行
33

　
　
　

字
で
あ
る
。
最
初
の
頁
は
13
行
で
、
最
終
頁
は
、
２
行
の
本
文
が
あ
る
か
ら
、
計
三
六
〇
行
と

　
　
　

な
る
。
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
の
一
巻
分
と
同
程
度
の
行
数
で
あ
る
が
、
一
行
の
字
詰
め

　
　
　

は
二
倍
ほ
ど
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
漢
文
の
場
合
、
基
本
的
に
漢
字
一
字
が
一
語
で

　
　
　

あ
る
が
、
和
文
の
平
仮
名
資
料
の
場
合
は
、
言
語
情
報
量
と
し
て
は
少
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ

　
　
　

の
源
氏
物
語
桐
壺
巻
に
出
現
す
る
敬
語
は
、
不
空
三
蔵
表
制
集
に
比
較
し
て
、
以
下
の
よ
う
に

　
　
　

な
る
。

　
　
　

補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
（
四
段
）」　

168
例　
　
　

補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
（
下
二
段
）」　

３
例

　
　
　

補
助
動
詞
「
た
て
ま
つ
る
」（
四
段
）　　

29
例

　
　
　

補
助
動
詞
の
量
は
、
源
氏
物
語
に
圧
倒
的
に
多
出
す
る
。

　
　
　

語
彙
的
敬
語
に
分
類
さ
れ
よ
う
が
、
敬
語
動
詞
の
例
は
、

　
　
　

動
詞
「
た
ま
ふ
」　　
　
　

１
例　
　
　
　
　

動
詞
「
た
て
ま
つ
る
」（
四
段
）　　

３
例

　
　
　

動
詞
「
つ
か
ま
つ
る
」　　

５
例
〈
つ
か
う
ま
つ
る
〉
４
例　
　

動
詞
「
ま
う
づ
」　　

０
例　

　
　
　

動
詞
「
う
け
た
ば
る
」
→
〈
う
け
た
ま
は
る
〉　

３
例　
　
　
　

動
詞
「
ま
う
す
」　　

１
例　

　
　
　

の
如
く
で
、
源
氏
物
語
に
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
右
の
比
較
で
は
、
文
法
的
敬

　
　
　

語
表
現
で
あ
る
補
助
動
詞
の
多
様
状
況
が
確
認
さ
れ
る
。

　
　
　

ま
た
、
高
山
寺
本
不
空
三
蔵
表
制
集
に
は
現
れ
て
い
な
い
尊
敬
助
動
詞
や
、
接
頭
語
を
冠
し
た

　
　
　

語
も
、　

源
氏
物
語
に
は
多
出
す
る
。

　
　
　

今
、
和
文
一
資
料
を
掲
げ
る
。
梅
沢
本
『
栄
花
物
語
』
巻
第
一
「
月
の
宴
」
は
、
一
丁
20
行
で
、

　
　
　

52
丁
を
存
す
る
。
第
五
二
丁
目
は
９
行
で
、
全
一
〇
二
九
行
を
存
す
る
。
こ
の
資
料
に
は
、

　
　
　

補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
（
四
段
）」　

419
例　
　
　

補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
（
下
二
段
）」　

０
例

　
　
　

補
助
動
詞
「
た
て
ま
つ
る
」（
四
段
）　　

58
例

　
　
　

や
は
り
補
助
動
詞
の
量
は
、
栄
花
物
語
に
圧
倒
的
に
多
出
す
る
。
敬
語
動
詞
の
例
は
、

　
　
　

動
詞
「
た
ま
ふ
」　　
　
　

１
例　
　
　
　
　

動
詞
「
た
て
ま
つ
る
」（
四
段
）　　

６
例

　
　
　

動
詞
「
つ
か
ま
つ
る
」　

２
例　
〈
つ
か
う
ま
つ
る
〉
５
例　
　
　

動
詞
「
ま
う
づ
」　　

１
例　

　
　
　

動
詞
「
う
け
た
ば
る
」
→
〈
う
け
た
ま
は
る
〉　

４
例　
　
　
　

動
詞
「
ま
う
す
」　　

25
例

　
　
　

傾
向
と
し
て
は
、
源
氏
物
語
に
通
ず
る
。

　
　
　

栄
花
物
語
も
同
様
で
、
敬
語
助
動
詞
、
接
頭
辞
を
冠
し
た
名
詞
が
多
出
す
る
。　

　
　
［
付
記
］

　
　

本
稿
を
、
高
山
寺
調
査
団
に
お
い
て
も
、
約
三
十
年
に
亙
り
お
導
き
を
戴
い
た
築
島
裕
先
生
を
偲

　
　

ん
で
御
霊
に
謹
上
し
た
い
。
高
山
寺
に
拝
登
す
れ
ば
、
未
だ
、
石
水
院
の
濡
れ
縁
に
腰
を
掛
け
て

　
　

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
思
い
が
消
え
な
い
。
本
稿
の
資
料
と
し
た
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
院

　
　

政
期
点
も
巻
第
一
は
、
築
島
先
生
の
ご
移
点
本
を
拝
借
し
て
の
原
本
調
査
資
料
に
よ
る
。
そ
の
字

　
　

を
懐
か
し
み
用
例
を
引
き
な
が
ら
在
り
し
日
の
お
姿
を
思
い
描
き
つ
つ
脱
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
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